
 

 

 

 

 

 

学園長 米倉 卓司 
 

 沼田学園 3 年目となりました。学園の運営を円滑に引き継いでいくため、小・中学校の

校長が交替で学園長を務めることとし、今年度は小学校の疋田校長先生より引き継いで、

沼田町教育委員会より学園長を拝命致しました。よろしくお願い致します。 

 

 

 

 さて、令和 2 年度の沼田学園は「沼田っ子でよ

かったと言ってもらえる教育」を継続しています。

これは北海道教育が掲げる「ふるさと教育の充実」

や、沼田町総合推進計画にある「子どもたちが誇

りをもてるふるさとづくり」に連なるものです。

なにより、卒業するときに「沼田っ子でよかった」

と子どもたちに感じてほしいという願いは、沼田

町の皆さんに共感いただけると考えています。 

 現代教育には、教師が授業で進めるだけでは解決しきれない課題が多くあります。その

解決には家庭や地域との連携が不可欠です。 

 そこで、昨年度末に「沼田っ子アクションプラン」を関係する皆さんとともに作成し、

教師・子ども・家庭・地域が同じ課題意識と目標を持ち、学びを深めていくこととしまし

た。教育に必要なことはたくさんありますが、それぞれが取り組む重点内容をぐっと絞り、

挨拶や対話、礼儀などに焦点化して、教師も、児童生徒も、保護者も、地域で応援いただ

く方も、同じ目線で取り組んでみようという考え方で作りました。 

 このうち、地域の取り組みの部分は学校運営協議会（コミュニティ・スクールを運営し

ていく組織）の皆様に考えていただき

ました。あわせて、沼田学園の要覧も

新しくなりました。 

 今後、家庭や地域の皆様にも、ご協

力をお願いする部分があります。「沼

田っ子アクションプラン」はすでに保

護者の皆様には何度かお知らせして

おり、沼田町 HP でも検索すると閲覧

することができます。新しい要覧にも

「沼田っ子アクションプラン」を載せ

ています。是非ご覧いただきご理解い

ただきますとともに一層のご協力を

賜りますようお願い申し上げます。 
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○ 子どもが身のまわりの仕事への関心・意欲
を高めるため、周囲や人のために貢献でき
るようにする。 ○ 委員会や係活動で自分の役割に責任をもっ

て取り組む。
○ 地域行事に参加し、楽しい思い出を一緒

につくる。

○ 子ども達の意見を聞く機会を設け、街づくり
に生かす。

○ 地域行事・ボランティア活動に積極的に参
加する。

○ 家族の一員としての役割を与える。 ○ 沼田の良さを伝承し、子ども達の心のふるさ
とになる地域づくりを進める。

○ 子どもの「ふるさとを愛する心」を育てる
ために、地域との関わりから人としての生
き方を学ばせる教育活動を展開する。

○ 授業や学校行事に積極的に参加する。 ○ 家庭での会話を大切にする。

○ 子どもが体力づくりに取り組むため、運
動・部活動をしやすい環境をつくり、目標
をもって取り組む指導をする。

○ 目標をもって運動・部活動に取り組む態度
を身に付ける。 ○　

コミュニケーション能力を高める行事に
参加する機会をつくる。

○ 子どもが食に関心をもって生活するため、
適切な食習慣を示し、重要性を指導する。

○ 食に関する正しい知識と望ましい食習慣を
身に付ける。 ○ スポーツの楽しさ、体を動かす楽しさを

経験する機会をつくる。

○ 家族で一緒に食事を摂ることを心がけ
る。

○ 少年団・部活動へのサポートを拡充する。

お年寄りとの交流など子どもにいろいろな体
験ができる機会をつくる。

早寝早起きを励行し、規則正しい生活習
慣を家庭で進める。

○ 子ども達が集まれる自由で遊びやすい安全
な場所をつくる。

○

○ 子どもが自らの健康に関心をもって生活す
るため、適切な生活習慣を示し、重要性を
指導する。

○ 十分な睡眠時間を確保するなど、時間を意
識した生活習慣を身に付ける。

子どもが適切にコミュニケーションツール
を活用するため、適切な利用方法やルー
ル・マナーを指導する。

○ ゲームやケータイ・スマホ等の利用ルール
やマナー・エチケットを守る態度を身に付
ける。

○ 対話をしながら、子どもと一緒に考えた
り、導いたりしていく。

○ 大人が子どもにあいさつなどの手本を示し、
あいさつを通してコミュニケーションを高める
地域づくりを行う。

○ 子どもがお互いを認め合える「絆」をつく
るため、「居場所」づくりをする。

○ 友達の良いところを認め、思いやりのある
声をかけする態度を身に付ける。

○ 子どもの話をしっかりと聞き、子どもを
認める。

○ 声かけ運動を推進する。

○ 子どもが良好な人間関係を築くため、あい
さつと礼儀を重んじる態度を育成する。

○ 自分から進んであいさつやお礼を言う。 ○ 親が子どもに率先して挨拶をする。

○ 子どもの自立学習を促すため、授業と家庭
学習の関連性を重視した指導をする。

○ 宿題と自主的な学習による家庭学習習慣を
身に付ける。

○ 子どもが家庭学習に集中できる環境（時
間・場所）をつくる。

○ 子どもが読書への関心を高めるため、読書
環境を整備する。

○ 読書の習慣を身に付ける。 ○ 図書館、新聞など読み物に触れる機会を
つくる。

【　沼田っ子アクションプラン　】

 沼田ならではの希望に満ちた豊かな学びの実現に向けて 

○ 子どもが学び合いから理解を深めるため、
授業改善を推進する。

○ 授業に熱心に取り組み、学んだことを振り
返りしっかり自分のものにしようとする態
度を身に付ける。

○ 子どもに声をかけ、学校で起きているこ
と、習ったことの話を聞く。

○ 学習に関わる地域人材の把握・活用や環境
づくりに協力する。

沼田学園 校訓 「 自立 」 「 共生 」 「 蛍雪 」

沼 田 学 園

教 育 目 標
学園での取組 子どもの取組 家庭での取組 地域での取組

沼田学園

が目指す

子ども像

沼田町が目指す子ども像 ふるさと沼田を愛し、自ら進んでたくましく郷土の発展に寄与する子

○
夢
や
希
望
の
実
現
に
挑
戦
し
、
自
己
実
現
を
目
指
す
子
ど
も

○
ふ
る
さ
と
沼
田
に
誇
り
を
持
ち
、
社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
子
ど
も

え

KEY SENTENCE

親 子 の 会話



 

 

教員は、子供たちを育

むことを職責とし、自己

の教師力をＵＰさせるために絶えず研修に努め

なければなりません。そのためいろいろな研修の

機会があり、絶えず研鑽を積んでいます。学校に

おいても、課題の解決や教員の教師力ＵＰを目指

して、「校内研修」という形で計画的・組織的に

取り組んでいます。 

沼田学園では研究主題を『自ら進んで考え、学

び合う児童・生徒の育成～「沼田スタイル」を活

かした授業づくり～』と一本化し、小・中合同研

修会を行っています。  

主な取組として、授業においては主体的・対話

的な活動の充実を図るため、沼田の子どもの実態

に即した授業スタイルで授業を行っています。 

具体的には、①学習活動に即した学習課題の設

定や、②授業や単元の終わりに学習の振り返りを

行うこと、③対話的活動を授業の中にどう取り入

れて学習効果を上げていくか等を、毎日の授業を

通して実践しています。この授業スタイルは、新

学習指導要領の要である『主体的・対話的で深い

学び』を体現したもので、研修を深めてより一層

の授業改善を進め、９年間の連続した学びに支え

られた「学力の確実な定着と向上」を目指します。 

なお、今年度からは、学校教育におけるＩＣＴ

の効果的な活用（文科省ギガスクール構想）に向

けたハード、ソフト面の整備を沼田町教育委員会

指導のもと開始しました。また、新型コロナウイ

ルス感染症に左右されない児童・生徒の学習保障

の観点からオンライン授業等の準備、教職員研修

を進めています。 

※今後も「沼田学園」の教育を紹介していきます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

公開授業研究会の様子 

教育振興会の様子 

新型コロナウイルスへの対応について 
 

小中一貫校「沼田学園」として、多くの皆様に、ご理解とご支援をいただきながら

令和 2 年度の教育をスタートさせました。しかしながら、新型コロナウイルス感染拡

大防止のため、4月中旬から５月末まで休校となりました。この間の合同運動会など、

行事等は中止もしくは延期を致しました。未だ感染の危険性が拭えない状況から、児

童生徒の安全を優先するためです。 

６月１日より学校教育は再開されましたが、今後も感染防止対策を継続する必要が

あります。そのため、例年とは異なる学園運営となります。皆様のご理解とご協力を

お願い致します。 

 


